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『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
二
十
一
）
柳
澤
良
一
４８６
哭
二
奥
州
藤
使
君
一
〈
九
月
廿
二
日
四
十
韻
〉
（
そ
の
三
）
２９
邂
逅
当
レ
無
レ
事
３０
兼
レ
贏
如
二
意
指
一
３１
捴
領
走
二
京
都
一
３２
豫
前
顔
色
喜
３３
便
是
買
レ
官
者
３４
秩
不
レ
知
二
年
幾
一
３５
有
司
記
二
暦
注
一
３６
細
書
三
四
紙
３７
帰
来
連
二
座
席
一
３８
公
堂
偸
眼
視
３９
欲
レ
酬
二
佗
日
費
一
４０
求
レ
利
失
二
綱
紀
一
４１
官
長
有
二
剛
腸
一
４２
不
レ
能
レ
不
二
切
歯
一
４３
定
応
レ
明
二
糺
察
一
４４
屈
三
彼
無
二
廉
耻
一
【
訓
読
】
た
ま
さ
か
こ
と
な
あ
２９
邂
逅
に
事
無
き
と
き
に
当
た
り
て
か
が
ま
こ
こ
ろ
さ
ご
と
３０
贏
を
兼
す
こ
と
意
の
指
す
が
如
く
に
そ
う
り
や
う
き
や
う
と
は
し
３１
捴
領
京
都
に
走
る
あ
ら
か
じ
す
す
が
ん
し
よ
く
よ
ろ
こ
３２
豫
め
前
め
て
顔
色
喜
ぶ
す
な
は
こ
つ
か
さ
か
ひ
と
３３
便
ち
是
れ
官
を
買
ふ
者
の
ち
つ
と
し
い
く
し
３４
秩
年
に
幾
ば
く
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
い
う
じ
れ
き
ち
ゆ
う
き
３５
有
司
暦
注
を
記
す
さ
い
し
よ
さ
ん
し
し
３６
細
書
三
四
紙
か
へ
き
た
ざ
せ
き
つ
ら
３７
帰
り
来
り
て
座
席
に
連
な
る
こ
う
だ
う
と
う
が
ん
み
３８
公
堂
偸
眼
し
て
視
る
た
じ
つ
つ
ひ
え
む
く
ほ
３９
佗
日
の
費
を
酬
い
む
こ
と
を
欲
り
す
る
に
り
も
と
か
う
き
う
し
な
４０
利
を
求
め
て
綱
紀
を
失
ひ
つ
く
わ
ん
ち
や
う
が
う
ち
や
う
あ
４１
官
長
剛
腸
有
ら
ば
せ
つ
し
あ
た
４２
切
歯
せ
ざ
る
こ
と
能
は
ざ
ら
む
さ
だ
き
う
さ
つ
あ
き
４３
定
め
て
糺
察
を
明
ら
か
に
す
べ
し
か
れ
ん
ち
な
く
つ
４４
彼
の
廉
耻
無
き
こ
と
を
屈
す
【
語
釈
】
２９
◆
邂
逅
当
無
事＝
た
ま
た
ま
平
穏
な
時
に
め
ぐ
り
合
う
と
。
蝦
夷
の
反
乱
も
な
く
、
無
事
に
任
期
を
全
う
で
き
た
な
ら
ば
、
と
い
う
こ
と
。「
邂
逅
」
は
、
― １４１ ―
め
ぐ
り
合
う
、
出
合
う
、
う
ち
と
け
る
さ
ま
。
こ
こ
は
、
た
ま
さ
か
、
た
ま
に
、
の
意
。
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』「
邂
〈
タ
マ
サ
カ
〉
逅
奇
希
批
〈
已
上
同
〉」
（
マ
マ
）
タ
マ
サ
カ
「
邂
逅
〈
タ
イ
コ
ウ
・
タ
マ
サ
カ
〉
可
中
〈
同
〉」。『
書
言
字
考
節
用
集
』「
邂
逅
〈
出
二
毛
詩
一
。
又
説
文
不
レ
期
而
遇
フ
也
。
○
出
レ
和
〉」。
そ
の
他
、
各
種
『
節
用
し
ば
ら
集
』
の
「
邂
逅
」
に
「
タ
マ
サ
カ
」
の
訓
み
あ
り
。『
遊
仙
窟
』「
暫
く
公
使
よ
た
ま
さ
か
に
縁
り
て
、
邂
逅
に
相
遇
へ
り
」（
暫
縁
二
公
使
一
、
邂
逅
相
遇
）、
慶
安
刊
本
注
か
な
「
毛
詩
に
曰
は
く
、
邂
逅
相
遇
へ
り
。
我
が
願
に
適
へ
り
」（
毛
詩
曰
、
邂
逅
相
か
い
こ
う
ま
（
う
）
遇
。
適
二
我
願
一
兮
）。『
遊
仙
窟
』「
邂
逅
と
た
ま
さ
か
に
新
た
に
交
ふ
て
あ
ひ
な
げ
て
、
未
だ
歓
娯
を
尽
く
さ
ざ
る
に
、
忽
ち
別
離
す
る
こ
と
を
嗟
く
」（
邂
逅
新
交
、
未
レ
尽
二
歓
娯
一
、
忽
嗟
二
別
離
一
）。
３０
◆
兼
贏
如
意
指＝
二
倍
の
利
益
を
得
る
こ
と
は
意
の
ま
ま
で
あ
る
。「
兼
贏
」
は
、
も
う
け
を
益
す
こ
と
。「
贏
」（
音
、
エ
イ
）
は
、
も
う
け
、
余
り
、
満
ち
あ
ふ
れ
る
こ
と
。「
贏
」
字
、
底
本
「
羸
」（
音
、
ル
イ
。
や
せ
る
、
疲
れ
る
、
悪
い
、
の
意
）字
に
作
る
は
非
。
い
ま
貞
享
板
本
に
よ
る
。
２０
「
辺
鄙
」・
２３
「
蚩
眩
」
項
所
引
『
文
選
』（
巻
二
・
賦
・
京
都
）
の
張
衡
「
西
京
の
賦
一
首
」（
西
京
賦
一
首
）
に
拠
る
表
現
。「
意
指
」
は
、
考
え
、
意
の
あ
る
と
こ
ろ
、
心
が
け
、
お
も
む
き
。『
史
記
』
巻
一
二
二
「
酷
吏
列
伝
第
六
十
二
」
の
「
杜
周
」
伝
し
う
せ
い
き
み
た
し
た
が
に
「
客
周
を
譲
む
る
有
り
て
曰
は
く
、
君
天
子
の
決
平
為
り
。
三
尺
の
法
に
循
も
つ
ま
こ
と
か
く
は
ず
。
専
ら
人
主
の
意
指
を
以
て
獄
を
為
す
。
獄
者
固
に
是
の
如
き
か
と
」（
客
有
レ
譲
レ
周
曰
、
君
為
二
天
子
決
平
一
。
不
レ
循
二
三
尺
法
一
。
専
以
二
人
主
意
指
一
為
レ
獄
。
獄
者
固
如
レ
是
乎
）。〔
余
説
②
〕
参
照
。
３１
◆
捴
領
走
京
都＝
国
司
は
手
に
入
れ
た
物
産
を
す
べ
て
取
り
ま
と
め
て
京
都
に
赴
く
。「
捴
領
」
は
惣
領
・

令
に
同
じ
で
、
取
り
し
き
る
こ
と
。
底
本
「
捴
」
字
は
、
大
系
本
「
惣
」、
貞
享
板
本
「

」
に
作
る
。
い
ず
れ
も
「
総
」
の
異
体
字
。『
同
文
通
考
』
巻
四
「
譌
字
」
に
「
惣
〈
ス
ベ
テ
〉

也
、

ハ
俗
ノ
總
ノ
字
」。
大
系
本
『
続
日
本
紀
一
』
二
八
八
頁
補
注
一
三
四
「
惣
領
」
に
拠
る
と
、「
惣
領
」
は
、
地
域
に
配
置
さ
れ
た
地
方
官
で
近
隣
数
か
国
を
管
轄
す
る
職
で
あ
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
巻
一
・
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
六
月
こ
こ
つ
く
し
の
そ
う
り
や
う
み
こ
と
の
り
ぼ
ん
な
ず
ら
三
日
条
「
是
に
竺
志
惣
領
に
勅
し
て
、
犯
に
准
へ
て
決
罰
せ
し
め
た
ま
ふ
」
（
於
レ
是
勅
二
竺
志
惣
領
一
、
准
レ
犯
決
罰
）。『
続
日
本
紀
』
巻
一
・
文
武
天
皇
四
ぢ
き
だ
い
い
ち
い
そ
の
か
み
つ
く
し
の
そ
う
年
（
七
〇
〇
）
十
月
十
五
日
条
「
己
未
、
直
大
壱
石
上
朝
臣
麻
呂
を
筑
紫
捴
り
や
う
領
と
す
」（
己
未
、
以
二
直
大
壱
石
上
朝
臣
麻
呂
一
為
二
筑
紫
捴
領
一
）。『
類
聚
句
題
抄
』
廿
六
・
伴
・
一
六
三
・
紀
納
言
（
紀
長
谷
雄
）「
花
は
玉
楼
の
人
を
伴
す
べ
ふ
」（
花
伴
二
玉
楼
人
一
）
に
「
春
風
惣
領
し
都
て
別
れ
難
し
、
暮
江
相
尋
ね
て
半
ば
関
ら
ず
」（
春
風
惣
領
都
難
レ
別
、
暮
江
相
尋
半
不
レ
関
）。「
京
都
」
は
、
都
、
平
安
京
。『
続
日
本
紀
』
巻
七
・
元
正
天
皇
・
養
老
元
年
（
七
一
七
）
十
れ
い
せ
ん
く
二
月
二
十
二
日
条
「
丁
亥
、
美
濃
国
を
し
て
、
立
春
の
暁
に
醴
泉
を
挹
み
て
、
み
や
こ
た
て
ま
つ
京
都
に
貢
ら
し
む
」（
丁
亥
、
令
下
美
濃
国
、
立
春
暁
挹
二
醴
泉
一
、
而
貢
中
於
京
や
う
や
し
ば
都
上
）。
藤
原
冬
嗣
『
弘
仁
格
』
序
に
「
但
し
年
代
浸
く
遠
く
、
京
都
屢
し
ば
つ
い
し
つ
遷
る
、
諸
司
の
文
案
、
多
く
或
い
は
墜
失
す
」（
但
年
代
浸
遠
、
京
都
屢
遷
、
諸
司
文
案
、
多
或
墜
失
。『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
書
序
・
一
九
八
）。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
六
一
「
家
書
を
読
み
て
歎
く
所
有
り
」（
読
二
家
書
一
有
レ
所
レ
歎
）
ふ
み
に
「
一
封
の
書
京
都
よ
り
到
る
、
借
紙
の
公
私
読
み
て
隅
に
向
か
ふ
」（
一
封
書
到
レ
自
二
京
都
一
、
借
紙
公
私
読
向
レ
隅
）。
３２
◆
豫
前
顔
色
喜＝
自
ら
京
の
都
に
帰
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
を
都
の
高
官
に
送
り
届
け
て
、
機
嫌
を
と
っ
て
お
く
。「
顔
色
」
は
、
顔
い
ろ
、
面
色
、
顔
つ
き
。『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
諷
諭
・
〇
〇
五
二
「
友
に
諭
す
詩
」（
諭
レ
友
か
な
詩
）
に
「
風
に
臨
み
葉
を
踏
ん
で
立
ち
、
半
日
顔
色
哀
し
む
を
」（
臨
レ
風
踏
レ
― １４２ ―
葉
立
、
半
日
顔
色
哀
）
は
、
白
詩
の
一
例
。『
菅
家
後
集
』
四
八
五
「
秋
夜
〈
九
月
十
五
日
〉」
の
「
顔
色
」
項
参
照
。「
喜
ぶ
」
は
、
古
く
は
上
二
段
活
用
。
３３
◆
便
是
買
官
者＝
財
貨
に
よ
っ
て
官
を
買
お
う
と
す
る
者
。『
後
漢
書
』
巻
さ
い
い
ん
さ
い
し
よ
く
五
十
二
「
崔

列
伝
第
四
十
二
」
の
「
崔
寔
」
伝
に
「
崔
公
は
冀
州
の
名
士
あ
が
へ
な
り
、
豈
に
官
を
買
ふ
こ
と
を
肯
ん
ぜ
む
や
」（
崔
公
冀
州
名
士
、
豈
肯
レ
買
レ
官
）。『
後
漢
書
』
は
こ
の
後
に
１３
句
「
銅
臭
」
の
話
も
出
る
（
１３
句
参
照
）。
ご
め
３４
◆
秩
不
知
年
幾＝
「
秩
」
は
、
秩
禄
。
役
人
の
俸
給
。
扶
持
米
。
ま
た
、
つ
か
さ
、
く
ら
い
。
こ
こ
は
、
秩
禄
を
も
ら
う
国
司
の
任
期
を
い
う
。「
秩
年
」
は
、
ち
つ
ま
ん
秩
満
（
任
期
の
満
ち
る
こ
と
）
の
年
、
す
な
わ
ち
国
司
の
任
期
が
切
れ
る
年
ご
と毎
に
。
こ
の
当
時
、
国
司
の
任
期
は
四
年
ま
た
は
六
年
で
あ
っ
た
。『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
五
七
「
左
金
吾
相
公
、
宣
風
坊
な
る
臨
水
亭
に
し
て
、
奥
州
刺
史
に
餞
別
し
、
同
じ
く
親
字
を
賦
す
」（
左
金
吾
相
公
、
於
二
宣
風
坊
臨
水
亭
一
、
餞
二
別
奥
州
刺
史
一
、
同
賦
二
親
字
一
）
に
「
一
秩
四
年
忠
節
を
尽
く
せ
り
、
帰
す
な
は
な
来
便
ち
侍
中
の
臣
と
作
り
ぬ
」（
一
秩
四
年
尽
二
忠
節
一
、
帰
来
便
作
二
侍
中
臣
一
）。
『
三
代
実
録
』
巻
三
十
七
・
陽
成
天
皇
・
元
慶
四
年
（
八
七
九
）
五
月
十
三
日
す
で
条
「
秩
年
已
に
満
つ
る
も
、
放
ち
帰
る
を
得
ず
し
て
、
落
魄
彼
に
在
り
」（
秩
年
已
満
、
不
レ
得
二
放
帰
一
、
落
魄
在
レ
彼
）。
３５
◆
有
司
記
暦
注＝
「
有
司
」
は
、
担
当
の
役
人
、
ま
た
は
役
所
。
公
文
書
を
司
る
担
当
局
の
役
人
が
付
け
届
け
を
具
注
暦
に
記
載
す
る
。「
注
」
字
、
一
本
く
わ
ん
ち
ゆ
う
「
往
」
字
に
作
る
。『
文
選
』
巻
二
十
・
詩
・
献
詩
・
潘
岳
「
関
中
の
詩
一
首
」
こ
れ
ぶ
ん
も
つ
（
関
中
詩
一
首
）
に
「
之
を
有
司
に
聞
す
る
に
、
万
を
以
て
一
と
為
す
」（
聞
二
之
有
司
一
、
以
レ
万
為
レ
一
）。『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
・
記
・
三
七
五
・
慶
（
滋
）
た
と
を
ね
が
お
も
保
胤
「
池
亭
記
」
に
「
人
有
り
て
縦
ひ
居
ら
む
と
欲
ひ
耕
さ
む
と
欲
ふ
と
も
、
有
司
何
ぞ
禁
ぜ
ず
制
せ
ざ
ら
ん
や
」（
有
レ
人
縦
欲
レ
居
欲
レ
耕
、
有
司
何
不
レ
禁
不
レ
制
乎
）。「
暦
注
」
は
、
興
膳
宏
『
古
代
漢
詩
選
』
に
拠
る
と
、「
普
通
は
暦
を
い
う
が
、こ
こ
で
は
こ
ま
ご
ま
と
日
付
を
書
き
こ
ん
だ
記
録
を
意
味
す
る「
記
注
」
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」
と
い
う
（
二
四
七
頁
）。『
続
日
本
ま
紀
』
巻
九
・
聖
武
天
皇
・
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
十
月
一
日
条
「
亦
た
所
司
の
記
注
、
多
く
粗
略
有
り
」（
亦
所
司
記
注
、
多
有
二
粗
略
一
）。『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
一
・
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
二
十
五
日
条
の
八
省
等
の
改
称
の
記
事
に
「
陰
陽
寮
は
、
陰
陽
暦
数
、
国
家
の
重
み
す
る
所
、
此
の
大
事
を
記
す
」（
陰
陽
寮
、
陰
陽
暦
数
、
国
家
所
レ
重
、
記
二
此
大
事
一
）。
ち
つ
ま
ん
３６
◆
細
書
三
四
紙＝
ど
こ
の
国
司
は
何
年
何
月
に
秩
満
と
な
る
な
ど
と
、
三
ふ
と
こ
ろ
が
み
こ
ま
四
枚
の
懐
紙
に
細
か
に
記
し
て
い
る
。
指
折
り
数
え
て
、
秩
満
の
国
司
た
ち
か
ら
贈
物
を
お
く
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
な
お
も
む
き
が
言
外
に
あ
る
。「
細
書
」
は
、
こ
ま
か
い
字
を
書
く
こ
と
。
こ
ま
ご
ま
と
書
く
こ
と
。『
淮
も
つ
南
子
』
巻
十
七
「
説
林
訓
」
に
「
明
月
の
光
は
、
以
て
遠
望
す
べ
く
も
、
以
て
さ
い
し
よ
じ
ん
む
ほ
か
細
書
す
べ
か
ら
ず
。
甚
霧
の
朝
は
、
以
て
細
書
す
べ
く
も
、
以
て
尋
常
の
外
を
遠
望
す
べ
か
ら
ず
」（
明
月
之
光
、
可
二
以
遠
望
一
、
而
不
レ
可
二
以
細
書
一
。
甚
霧
之
朝
、
可
二
以
細
書
一
、
而
不
レ
可
三
以
遠
二
望
尋
常
之
外
一
）。『
菅
家
文
草
』
巻
わ
れ
か
つ
て
四
・
二
九
一
「
予
曾
経
群
臣
の
花
鳥
共
に
春
に
逢
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
を
聞
も
つ
た
て
ま
つ
く
の
詩
を
以
て
、
前
濃
州
田
別
駕
に
寄
せ
上
れ
り
。
…
」（
予
曾
経
以
下
聞
三
群
く
じ
臣
賦
二
花
鳥
共
逢
一
レ
春
之
詩
上
、
寄
二
上
前
濃
州
田
別
駕
一
。
…
）
に
「
心
折
け
お
も
て
ゆ
た
か
ば
ん
れ
い
う
つ
く
し
び
て
細
書
す
千
里
の
面
、
舌
饒
に
し
て
長
句
す
万
令
の
恩
」（
心
折
細
書
千
里
面
、
舌
饒
長
句
万
令
恩
）。
３７
◆
帰
来
連
座
席＝
国
司
の
四
年
ま
た
は
六
年
の
任
期
が
満
ち
て
帰
京
し
て
、
暦
注
を
記
し
て
い
た
（＝
賄
賂
を
贈
っ
て
い
た
）
有
司
（
役
人
）
と
座
席
を
並
べ
て
会
う
。「
帰
来
」
は
、
帰
る
。「
来
」
は
助
辞
。『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
九
― １４３ ―
三
「
兵
部
侍
郎
が
舎
弟
大
夫
を
哭
す
る
作
に
和
し
奉
る
」（
奉
レ
和
下
兵
部
侍
郎
き
た
い
づ
と
こ
ろ
よ
哭
二
舎
弟
大
夫
一
之
作
上
）
に
「
魂
や
帰
り
来
り
て
何
れ
の
処
に
か
憑
る
、
生
涯
い
た
た
の
不
遇
痛
び
に
勝
ふ
る
こ
と
無
し
」（
魂
也
帰
来
何
処
憑
、
生
涯
不
遇
痛
無
レ
勝
）。
「
座
席
」
は
、
す
わ
る
所
、
席
。『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
詩
序
・
草
・
三
四
〇
・
菅
三
品
（
菅
原
文
時
）「
仲
春
の
内
宴
に
仁
寿
殿
に
侍
し
て
同
じ
く
鳥
声
管
絃
ひ
び
に
韻
く
と
い
ふ
こ
と
を
賦
し
製
に
応
ず
」（
仲
春
内
宴
侍
二
仁
寿
殿
一
同
賦
三
鳥
声
こ
こ
韻
二
管
絃
一
応
レ
製
）
に
「
是
に
於
い
て
絲
綸
禁
有
り
、
座
席
寛
に
非
ず
」（
於
レ
是
絲
綸
有
レ
禁
、
座
席
非
レ
寛
）。
３８
◆
公
堂
偸
眼
視＝
宮
中
の
役
所
で
、
暦
注
を
記
し
た
役
人
と
国
司
と
が
、
目
と
目
を
ひ
そ
か
に
見
合
わ
せ
て
、
う
な
ず
き
合
っ
て
い
る
。「
公
堂
」
は
、
官
庁
、
役
所
の
建
物
。『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
八
八
「
官
舎
の
前
に
菊
の
苗
を
う
わ
か
い
よ
播
う
」（
官
舎
前
播
二
菊
苗
一
）
に
「
少
か
り
し
年
よ
り
菊
を
愛
し
て
老
い
て
逾
す
う
ほ
な
な
め
い
よ
加
は
れ
り
、
公
館
の
堂
の
前
数
畝
斜
な
り
」（
少
年
愛
レ
菊
老
逾
加
、
公
館
堂
前
数
畝
斜
）
の
「
公
館
の
堂
の
前
」
は
、
讃
岐
国
の
国
司
の
官
舎
の
前
庭
。
と
う
が
ん
「
偸
眼
」
は
、
人
目
を
盗
む
。
ま
た
、
ぬ
す
み
見
す
る
。「
偸
」（
漢
音
ト
ウ
、
呉
音
ツ
、
慣
用
音
チ
ュ
ウ
）
は
、
ぬ
す
む
、
そ
っ
と
取
る
。
底
本
「
チ
ユ
ウ
」
し
ば
う
か
を
改
め
た
。
盛
唐
・
杜
甫
「
数
し
ば
李
梓
州
に
陪
し
江
に
泛
ぶ
、
女
楽
有
つ
て
も
ろ
ふ
ね
つ
く
諸
も
ろ
の
舫
に
在
り
。
戯
れ
に
艶
曲
二
首
を
為
り
て
李
に
贈
る
」（
数
陪
二
李
梓
州
一
泛
レ
江
、
有
二
女
楽
一
在
二
諸
舫
一
。
戯
為
二
艶
曲
二
首
一
贈
レ
李
）
に
「
競
ひ
て
も
と
う
が
ん
明
媚
の
色
を
将
つ
て
、
偸
眼
す
艶
陽
の
天
」（
競
将
二
明
媚
色
一
、
偸
眼
艶
陽
天
）。
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
八
・
三
四
三
三
「
近
ご
ろ
慕
巣
尚
書
の
詩
を
見
る
に
、
し
ば
中
に
屢
し
ば
老
を
歎
じ
退
を
思
ふ
の
意
有
り
。
…
」（
近
見
二
慕
巣
尚
書
詩
一
、
う
か
が
き
た
中
屢
有
二
歎
レ
老
思
レ
退
之
意
一
。
…
）
に
「
烟
霞
偸
眼
し
て
窺
ひ
来
る
こ
と
久
み
ね
ん
は
い
い
な
し
、
富
貴
身
に
粘
し
て
擺
し
得
る
や
無
や
」（
烟
霞
偸
眼
窺
来
久
、
富
貴
粘
レ
身
擺
得
無
）。『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
五
三
「
晩
秋
二
十
詠
。〔
一
〕
残
菊
」
に
ぬ
す
ひ
「
唯
だ
眼
を
偸
み
て
見
る
べ
し
、
許
さ
ず
心
に
任
せ
て
攀
か
む
こ
と
を
」（
唯
須
二
偸
レ
眼
見
一
、
不
レ
許
任
レ
心
攀
）。
３９
◆
欲
酬
佗
日
費＝
い
つ
ぞ
や
の
東
国
か
ら
の
贈
り
物
に
対
し
て
報
酬
を
し
よ
う
と
思
う
。「
佗
」
字
、
貞
享
板
本
本
「
他
」
字
に
作
る
。「
佗
日
」
は
、
他
日
に
同
じ
。
別
の
日
、
い
つ
か
。
こ
こ
は
、
今
日
よ
り
以
前
の
あ
る
日
、
前
日
。
「
他
」
は
佗
の
俗
字
。「
他
時
」（
往
時
）
と
同
じ
意
で
用
い
る
。「
時
」
は
平
声
な
の
で
、
二
四
不
同
の
平
仄
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
（
二
字
目
「
酬
」
は
平
声
）
仄
声
「
日
」
に
し
た
か
。「
他
時
」
も
、
将
来
、
往
時
の
両
意
が
あ
る
。
４０
◆
求
利
失
綱
紀＝
私
利
私
欲
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
に
目
が
く
ら
ん
で
、
国
政
の
根
本
の
決
ま
り
を
乱
し
て
し
ま
う
。「
求
利
」
は
、
名
利
を
求
め
る
、
利
益
を
み
む
さ
ぼ
る
。『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
九
・
三
五
三
八
「
閑
坐
し
て
書
を
看
、
諸
お
く
少
年
に
貽
る
」（
閑
坐
看
レ
書
、
貽
二
諸
少
年
一
）
に
「
君
に
勧
む
少
し
く
利
を
求
た
め
よ
、
利
は
是
れ
身
を
焚
く
の
火
な
り
」（
勧
レ
君
少
求
レ
利
、
利
是
焚
レ
身
火
）。
『
雑
言
奉
和
』
四
・
滋
野
貞
主
「
雑
言
、
御
製
の
江
水
落
花
の
詞
に
和
し
奉
る
つ
つ
一
首
」（
雑
言
、
奉
レ
和
二
御
製
江
水
落
花
詞
一
一
首
）
に
「
商
量
し
て
裛
み
取
り
て
利
を
求
め
ず
、
落
花
を
惜
し
む
」（
商
量
裛
取
不
レ
求
レ
利
、
惜
二
落
花
一
）。「
綱
紀
」
は
、
国
家
を
治
め
る
た
め
の
規
律
。『
旬
子
』
巻
一
「
勧
学
篇
第
一
」
に
た
い
ぶ
ん
「
礼
は
法
の
大
分
、
群
類
の
綱
紀
な
り
」（
礼
者
法
之
大
分
、
群
類
之
綱
紀
也
）。
せ
う
お
う
け
ん
せ
つ
こ
と
『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
〇
三
九
四
「
昭
応
を
権
摂
せ
し
と
き
、
早
秋
に
事
を
書
し
、
元
拾
遺
に
寄
せ
、
兼
ね
て
李
司
録
に
呈
す
」（
権
二
摂
昭
応
一
、
早
秋
書
レ
事
、
た
め
え
ん
寄
二
元
拾
遺
一
、
兼
呈
二
李
司
録
一
）
に
「
為
に
問
ふ
綱
紀
の
掾
、
何
ぞ
必
ず
し
え
ん
た
う
も
鉛
刀
を
使
は
む
」（
為
問
綱
紀
掾
、
何
必
使
二
鉛
刀
一
。
但
し
「
綱
紀
」
は
、
金
沢
文
庫
本
「
紀
綱
」
に
作
り
、
こ
の
本
文
が
よ
い
。
新
釈
漢
文
大
系
に
拠
る
）。
― １４４ ―
『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
一
・
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
二
す
つ
か
さ
ど
十
五
日
条
「
太
政
官
は
、
綱
紀
を
惣
べ
持
ち
て
、
邦
国
を
治
む
る
こ
と
を
掌
る
こ
と
、
天
の
徳
を
施
し
て
万
物
を
生
育
す
る
が
如
し
」（
太
政
官
、
惣
二
持
綱
紀
一
、
掌
レ
治
二
邦
国
一
、
如
三
天
施
レ
徳
生
二
育
万
物
一
）。
う
わ
や
く
４１
◆
官
長
有
剛
腸＝
上
役
の
人
に
、
も
し
剛
毅
豪
胆
な
腹
の
す
わ
っ
た
人
物
つ
か
さ
が
い
た
と
す
れ
ば
。「
官
長
」
は
、
官
の
長
官
。
国
司
に
お
い
て
は
、
現
地
に
か
み
す
け
赴
任
し
た
上
席
の
国
司
を
い
い
、
守
（
国
守
）
を
さ
す
。
守
が
い
な
い
と
介
が
官
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
令
』
巻
六
「
官
衛
令
第
十
六
」
４
「
開
閉
門
」
条
あ
し
た
ご
と
ま
ゐ
つ
う
に
「
旦
毎
に
色
別
に
一
人
、
在
直
の
官
長
に
詣
つ
て
、
平
安
通
ぜ
よ
」（
毎
レ
旦
色
別
一
人
、
詣
二
在
直
官
長
一
、
通
二
平
安
一
）、「
令
集
解
」
巻
二
十
四
「
古
記
い
云
は
く
、
官
長
は
、
次
官
以
上
を
謂
ふ
」（
古
記
云
、
官
長
、
謂
二
次
官
以
上
一
）。
『
続
日
本
紀
』
巻
十
四
・
聖
武
天
皇
・
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
五
月
二
十
七
む
ら
く
に
こ
お
ゆ
日
条
「
丙
子
、
讃
岐
国
介
正
六
位
上
村
国
連
子
老
・
越
後
国
掾
正
七
位
下
に
こ
り
を
か
さ
な
あ
ひ
ま
つ
ろ
し
錦
郡
連
男
笠
等
、
官
長
と
礼
失
く
、
相
和
順
は
ず
」（
丙
子
、
讃
岐
国
介
正
六
位
上
村
国
連
子
老
・
越
後
国
掾
正
七
位
下
錦
郡
連
男
笠
等
、
与
二
官
長
一
失
レ
礼
、
不
二
相
和
順
一
）。『
本
朝
文
粋
』
巻
二
・
意
見
封
事
・
六
七
・
善
相
公
（
三
な
ら
び
善
清
行
）「
意
見
十
二
箇
条
」
の
第
八
条
「
諸
国
の
少
吏
并
に
百
姓
の
告
言
訴
訟
に
依
り
て
、
朝
使
を
差
し
遣
は
す
こ
と
を
停
止
せ
む
こ
と
を
請
ふ
事
」（
請
レ
し
か
停
下
止
依
二
諸
国
少
吏
并
百
姓
告
言
訴
訟
一
、
差
中
遣
朝
使
上
事
）
に
「
而
る
に
比
あ
る
も
つ
ぶ
こ
く
年
任
用
の
吏
、
或
は
私
怨
を
結
び
て
以
て
官
長
を
誣
告
す
。
…
即
ち
官
長
の
貴
も
つ
な
ら
す
い
ぎ
く
こ
こ
を
以
て
、
小
吏
賤
民
と
肩
を
比
べ
口
を
連
ね
、
其
の
推
鞫
を
受
く
。
…
爰
に
う
た
お
の
隣
境
の
百
姓
、
転
た
相
見
聞
し
て
、
即
ち
各
お
の
其
の
官
長
を
軽
侮
し
、
其
の
が
へ
政
教
に
服
従
す
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず
」（
而
比
年
任
用
之
吏
、
或
結
二
私
怨
一
以
誣
二
告
官
長
一
。
…
即
以
二
官
長
之
貴
一
、
与
二
小
吏
賤
民
一
比
レ
肩
連
レ
口
、
受
二
其
推
鞫
一
。
…
爰
隣
境
百
姓
、
転
相
見
聞
、
即
各
軽
二
侮
其
官
長
一
、
不
レ
肯
レ
服
二
従
其
政
教
一
）。「
剛
腸
」
は
、
強
い
心
、
強
固
な
意
志
、
し
っ
か
り
し
た
度
胸
。
『
文
選
』
巻
四
十
三
・
書
・
嵆
康
「
山
巨
源
に
与
へ
て
交
は
り
を
絶
つ
書
一
首
」
に
く
け
い
し
（
与
二
山
巨
源
一
絶
レ
交
書
一
首
）
に
「
剛
腸
に
し
て
悪
を
疾
み
、
軽
肆
に
し
て
直
す
な
は
言
し
、
事
に
遇
へ
ば
便
ち
発
す
」（
剛
腸
疾
レ
悪
、
軽
肆
直
言
、
遇
レ
事
便
発
）、
い
き
や
う
し
い
六
臣
注
「
銑
曰
は
く
、
剛
腸
と
は
、
彊
志
を
謂
ふ
な
り
」（
銑
曰
、
剛
腸
、
謂
二
こ
う
か
ん
彊
志
一
也
）。『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
諷
諭
・
〇
〇
〇
三
「
孔
戡
を
哭
す
」（
哭
二
ち
よ
く
き
孔
戡
一
）
に
「
平
生
剛
腸
の
内
、
直
気
其
の
間
に
帰
す
」（
平
生
剛
腸
内
、
直
気
帰
二
其
間
一
）。『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
・
〇
六
〇
八
「
書
に
代
ふ
る
詩
一
百
韻
、
び
し
せ
い
し
よ
く
き
や
う
ぎ
よ
く
だ
微
之
に
寄
す
」（
代
レ
書
詩
一
百
韻
、
寄
二
微
之
一
）
に
「
正
色
強
禦
を
摧
き
、
が
う
ち
や
う
あ
く
い
に
く
剛
腸

咿
を
嫉
む
」（
正
色
摧
二
強
禦
一
、
剛
腸
嫉
二

咿
一
）。
せ
つ
し
や
く
わ
ん
４２
◆
不
能
不
切
歯＝
こ
う
い
う
不
正
を
見
て
切
歯
扼
腕
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。「
切
歯
」
は
、
歯
と
歯
と
を
き
し
り
合
わ
せ
る
、
歯
ぎ
し
り
を
す
る
、
歯
を
く
い
し
ば
る
。
転
じ
て
、
激
し
く
憤
り
、
ま
た
、
残
念
が
る
こ
こ
と
、
切
歯
腐
心
。『
戦
国
策
』
巻
七
「
魏
」
哀
王
「
是
の
故
に
天
下
の
游
士
、
う
で
や
く
い
か
せ
つ
も
つ
し
よ
う
べ
ん
も
つ
日
夜
腕
を

し
、
目
を
瞋
ら
し
歯
を
切
し
て
、
以
て
従
の
便
を
言
ひ
、
以
て
人
な
主
に
説
か
ざ
る
は
莫
し
」（
是
故
天
下
之
游
士
、
莫
レ
不
下
日
夜

レ
腕
、
瞋
レ
目
切
レ
歯
、
以
言
二
従
便
一
、
以
説
中
人
主
上
）。『
史
記
』
巻
一
一
一
「
衛
将
軍
・
驃
い
ぎ
き
ぶ
あ
ん
騎
伝
第
五
十
一
」
論
賛
「
大
将
軍
曰
は
く
、
魏
其
・
武
安
の
賓
客
を
厚
く
し
て
、
せ
つ
し
天
子
常
に
切
歯
す
」（
大
将
軍
曰
、
自
三
魏
其
武
安
之
厚
二
賓
客
一
、
天
子
常
切
歯
）。
こ
た
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
八
四
「
春
、
桜
花
を
惜
し
む
、
製
に
応
へ
ま
つ
る
一
は
せ
つ
と
も
首
」（
春
、
惜
二
桜
花
一
、
応
レ
製
一
首
）
に
「
綺
羅
歯
を
切
す
相
に
色
を
同
じ
く
は
あ
す
る
こ
と
を
、
桃
李
顔
を
慙
づ
共
に
時
に
遇
ふ
こ
と
を
」（
綺
羅
切
レ
歯
相
同
レ
色
、
桃
李
慙
レ
顔
共
遇
レ
時
）。
― １４５ ―
４３
◆
定
応
明
糺
察＝
き
っ
と
不
正
を
糾
弾
監
察
す
る
だ
ろ
う
。「
応
」
は
、
こ
の
時
代
は
再
読
し
な
い
（『
作
文
大
体
』「
返
読
文
字
」
参
照
）。「
糺
察
」
は
、
罪
な
ど
を
取
り
調
べ
る
。「
糺
」
は
糾
と
同
字
。『
後
漢
書
』
巻
六
十
五
「
皇
甫
あ
張
段
列
伝
第
五
十
五
」
の
「
皇
甫
規
」
伝
に
「
有
司
依
違
し
て
、
肯
へ
て
糾
察
な
す
る
莫
し
」（
有
司
依
違
、
莫
二
肯
糾
察
一
）。『
令
』
巻
二
「
職
員
令
第
二
」
７０
か
み
つ
か
さ
ど
し
よ
ぶ
た
だ
み
「
大
国
」
に
「
守
一
人
。〈
掌
ら
む
こ
と
、
…
所
部
を
糺
し
察
む
こ
と
、
…
〉」（
守
一
人
。〈
掌
、
…
糺
二
察
所
部
一
、
…
〉）。『
続
日
本
紀
』
巻
二
・
文
武
天
皇
・
大
せ
ん
り
ょ
う
し
ょ
も
だ
ん
宝
元
年
（
七
〇
一
）
八
月
七
日
条
の
撰
令
所
処
分
に
「
若
し
然
ら
ず
は
、
弾
じ
や
う
き
う
さ
つ
正
糺
察
せ
よ
」（
若
不
レ
然
者
、
弾
正
糺
察
焉
）。『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
七
・
こ
の
こ
ろ
く
わ
ん
し
よ
う
桓
武
天
皇
・
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
六
月
十
日
条
の
勅
に
「
比
来
所
司
寛
縦
か
つ
に
し
て
、
曾
て
糺
察
せ
ず
」（
比
来
所
司
寛
縦
、
曾
不
二
糺
察
一
）
等
。『
本
朝
文
粋
』
巻
二
・
意
見
封
事
・
六
七
・
善
相
公
（
三
善
清
行
）「
意
見
十
二
箇
条
」
の
な
ら
び
よ
「
八
、
諸
国
の
少
吏
并
に
百
姓
の
告
言
訴
訟
に
依
り
て
、
朝
使
を
差
し
遣
は
す
こ
と
を
停
止
せ
む
こ
と
を
請
ふ
事
」（
八
、
請
レ
停
下
止
依
二
諸
国
少
吏
并
百
姓
告
あ
る
そ
言
訴
訟
一
、
差
中
遣
朝
使
上
事
）
に
「
或
は
難
じ
て
云
は
く
、
凡
そ
厥
の
貪
吏
の
よ
ろ
官
物
を
盗
む
、
宜
し
く
速
や
か
に
糺
察
を
加
ふ
べ
き
な
り
」（
或
難
云
、
凡
厥
貪
吏
之
盗
二
官
物
一
、
宜
三
速
加
二
糺
察
一
也
）。
４４
◆
屈
彼
無
廉
耻＝
廉
恥
心
の
な
い
連
中
を
屈
服
さ
せ
る
。「
廉
耻
」
は
、
正
直
で
欲
が
な
く
恥
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。「
耻
」
は
恥
の
俗
字
。『
毛
詩
』
巻
十
・
か
小
雅
「
六
月
」
序
に
「
白
華
廃
す
れ
ば
、
則
ち
廉
恥
缺
く
」（
白
華
廃
、
則
廉
恥
缺
矣
）。『
文
選
』
巻
一
・
賦
・
京
都
・
班
固
「
両
都
の
賦
一
首
」（
両
都
賦
し
よ
く
き
い
う
い
う
一
首
）
の
「
嗜
欲
の
源
は
滅
え
、
廉
恥
の
心
は
生
じ
、
優
游
し
て
自
得
し
、
な
な
玉
の
ご
と
く
潤
ひ
て
金
の
ご
と
く
声
ら
ざ
る
莫
し
」（
嗜
欲
之
源
滅
、
廉
恥
之
心
生
、
莫
レ
不
二
優
游
而
自
得
、
玉
潤
而
金
声
一
）。『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
二
・
ひ
そ
か
淳
仁
天
皇
・
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
六
月
二
十
二
日
条
「
窃
に
内
外
の
き
や
う
じ
や
く
か
つ
た
ん
た
う
官
人
の
景
迹
を
見
る
に
、
曾
て
廉
恥
無
く
し
て
、
志
す
こ
と
貪
盗
に
在
り
」（
窃
見
二
内
外
官
人
景
迹
一
、
曾
無
二
廉
恥
一
、
志
在
二
貪
盗
一
）
等
。『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
奏
状
中
・
申
二
官
爵
一
〈
付
申
二
執
政
人
一
〉・
一
五
七
・
藤
原
倫
寧
等
「
受
領
か
く
を
申
す
状
」（
申
二
受
領
一
状
）
に
「
此
の
如
く
は
則
ち
恐
る
朝
に
廉
恥
の
臣
少
ど
ん
ら
ん
り
つ
ひ
た
み
な
く
、
国
に
貪
婪
の
吏
多
く
、
国
弊
え
民
散
じ
、
興
復
期
し
難
か
ら
む
こ
と
を
」（
如
レ
此
則
恐
朝
少
二
廉
恥
之
臣
一
、
国
多
二
貪
婪
之
吏
一
、
国
弊
民
散
、
興
復
難
レ
期
）。
【
大
意
】
２９
た
ま
た
ま
運
よ
く
平
穏
無
事
な
時
期
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
る
と
、
３０
欲
深
の
役
人
が
二
倍
も
の
利
益
を
か
す
め
取
る
こ
と
は
意
の
ま
ま
で
、
大
も
う儲
け
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
３１
こ
う
し
て
手
に
入
れ
た
物
産
を
、
悪
徳
役
人
ど
も
は
す
べ
て
一
手
に
我
が
物
と
し
て
し
ま
い
、
京
都
に
帰
る
こ
と
に
な
る
が
、
３２
彼
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
ら
か
を
都
の
上
流
貴
族
た
ち
に
送
り
届
け
て
、
機
嫌
を
と
っ
て
お
く
。
３３
こ
れ
こ
そ
が
、
財
貨
に
よ
っ
て
官
を
買
お
う
と
す
る
連
中
の
や
る
こ
と
で
、
３４
国
司
の
任
期
が
切
れ
る
年
ご
と
に
そ
ん
な
こ
と
が
つ
づ
く
の
で
、
秩
禄
が
年
に
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
ほ
ど
だ
。
３５
一
方
、
当
局
の
役
人
た
ち
は
、
袖
の
下
が
届
い
た
月
日
を
具
注
暦
に
記
載
し
、
ふ
と
こ
ろ
３６
細
か
に
書
い
た
メ
モ
が
三
四
枚
も
懐
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
３７
さ
て
、
国
司
の
任
期
が
満
ち
て
帰
京
す
る
と
、
賄
賂
を
贈
っ
た
者
と
贈
ら
― １４６ ―
れ
た
者
と
が
座
席
を
連
ね
、
３８
役
所
の
中
で
は
、
贈
賄
者
と
収
賄
者
が
こ
っ
そ
り
と
目
と
目
を
見
合
わ
せ
、
う
な
ず
き
合
っ
て
い
る
。
３９
都
の
役
人
た
ち
が
、
東
国
か
ら
の
贈
り
物
に
何
ら
か
報
い
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
４０
利
欲
に
目
も
く
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
国
政
の
規
律
も
す
っ
か
り
忘
れ
果
て
て
し
ま
う
。
う
わ
や
く
４１
そ
ん
な
時
、
も
し
も
上
役
の
国
守
に
剛
毅
豪
胆
な
腹
の
す
わ
っ
た
人
が
い
た
な
ら
ば
、
せ
っ
し
や
く
わ
ん
４２
こ
の
よ
う
な
腐
敗
し
た
役
人
ど
も
の
有
様
を
見
て
、
ど
う
し
て
切
歯
扼
腕
し
な
い
で
は
い
ら
れ
よ
う
か
。
４３
必
ず
不
正
を
糾
弾
し
、
４４
こ
れ
ら
不
届
き
で
破
廉
恥
な
連
中
を
屈
服
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。
【
平
仄
】
２９
△
●
○
○
●
（
五
字
目
「
事
」＝
去
声
四

）
３０
○
○
○
●
●
（
五
字
目
「
指
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
３１
●
●
●
○
○
（
五
字
目
「
都
」＝
上
平
声
七
虞
）
３２
●
○
○
●
●
（
五
字
目
「
喜
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
３３
●
●
●
○
●
（
五
字
目
「
者
」＝
上
声
二
一
馬
）
３４
●
●
○
○
●
（
五
字
目
「
幾
」＝
上
声
五
尾
の
韻
字
◆
）
３５
●
○
●
●
●
（
五
字
目
「
注
」＝
去
声
七
遇
）
３６
●
○
○
●
●
（
五
字
目
「
紙
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
３７
○
○
○
●
●
（
五
字
目
「
席
」＝
入
声
一
一
陌
）
３８
○
○
○
●
●
（
五
字
目
「
視
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
３９
●
○
○
●
●
（
五
字
目
「
費
」＝
去
声
五
未
）
４０
○
●
●
○
●
（
五
字
目
「
紀
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
４１
○
●
●
○
○
（
五
字
目
「
腸
」＝
下
平
声
七
陽
）
４２
●
○
●
●
●
（
五
字
目
「
歯
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
４３
○
○
○
●
●
（
五
字
目
「
察
」＝
入
声
八
黠
）
４４
●
●
○
○
●
（
五
字
目
「
耻
」＝
上
声
四
紙
の
韻
字
★
）
【
余
説
①
】
み
ち
の
く
陸
奥
の
国
司
と
都
の
役
人
と
の
欲
に
目
が
く
ら
ん
だ
癒
着
ぶ
り
が
描
か
れ
た
段
で
あ
る
。
国
司
の
任
期
が
終
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
地
方
で
私
財
を
せ
っ
せ
と
不
正
に
蓄
え
て
い
た
国
司
は
、
賄
賂
を
都
の
高
官
に
贈
っ
て
お
い
て
帰
京
す
る
。
都
で
は
両
者
が
目
く
ば
せ
を
し
て
暗
黙
の
う
ち
に
蓄
財
や
出
世
に
励
む
こ
と
と
な
り
、
国
政
を
顧
み
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
故
、
ま
す
ま
す
政
治
は
腐
敗
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
破
廉
恥
な
役
人
ど
も
を
懲
ら
し
め
る
た
め
、
君
の
よ
う
な
高
潔
な
役
人
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。道
真
自
身
の
経
験
を
投
入
し
つ
つ
国
政
の
混
乱
、
役
人
の
腐
敗
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
で
も
そ
う
し
た
不
正
に
と
り
わ
け
我
慢
で
き
な
い
の
が
道
真
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
こ
う
し
て
、
藤
原
滋
実
追
悼
の
詩
は
、
ほ
か
で
も
な
い
京
の
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
道
真
自
身
を
慰
撫
す
る
作
品
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
― １４７ ―
【
余
説
②
】
よ
う
に
ん
任
国
に
赴
任
し
な
い
国
司
を
遥
任
国
司
と
い
う
が
、
こ
れ
と
違
っ
て
任
国
ず
り
ょ
う
現
地
に
赴
い
て
実
務
を
執
る
上
席
の
国
司
の
こ
と
を
受
領
と
い
う
。
十
世
紀
頃
か
ら
遥
任
国
司
も
増
え
て
き
た
と
い
う
が
、
道
真
の
時
代
は
ま
だ
受
領
（＝
国
司
）
が
普
通
で
あ
っ
た
。
平
安
末
期
に
な
る
と
受
領
は
貪
欲
な
人
間
の
代
名
詞
に
も
な
る
ほ
ど
に
欲
の
深
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
最
も
よ
く
か
み
の
ぶ
た
だ
知
ら
せ
て
く
れ
る
話
が
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
八
「
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
み
さ
か
こ
と
御
坂
に
落
ち
入
り
た
る
語
第
卅
八
」（
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
落
入
御
坂
語
第
卅
八
）
に
載
る
。
任
果
て
て
都
へ
上
る
途
中
、
信
濃
守
藤
原
陳
忠
は
、
御
坂
峠
で
か
み
ろ
う
ど
う
馬
も
ろ
と
も
深
い
谷
底
へ
転
落
し
た
。
守
は
生
き
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
郎
等
は
た
ご
（
従
者
）た
ち
が
思
っ
て
い
る
と
、
谷
底
か
ら
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、「
旅
籠
（
器
）
に
縄
を
長
く
つ
け
て
下
ろ
せ
」
と
言
う
。
縄
の
先
が
ど
こ
ま
で
下
り
た
か
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
長
く
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
「
引
け
」
と
言
う
の
ひ
ら
た
け
で
、
繰
り
上
げ
る
と
軽
い
。
不
思
議
に
思
っ
て
旅
籠
の
中
を
見
る
と
、
平
茸
が
一
杯
入
っ
て
い
る
。
再
び
旅
籠
を
下
ろ
す
と
、
今
度
は
引
き
上
げ
る
の
が
た
か
み
い
へ
ん
な
く
ら
い
重
い
。
繰
り
上
げ
た
の
を
見
る
と
、
守
は
旅
籠
の
中
に
乗
り
、
み
ふ
さ
片
手
は
縄
に
つ
か
ま
り
、
も
う
片
方
の
手
に
は
平
茸
を
三
総
ほ
ど
持
っ
て
い
た
。
ま
だ
谷
底
に
は
た
く
さ
ん
取
り
残
し
た
平
茸
が
あ
り
、「
た
い
そ
う
損
を
し
た
あ
ら
わ
ご
そ
ん
さ
ぶ
ら
心
地
が
す
る
」
と
守
が
言
う
と
、
郎
等
た
ち
も
、「
現
に
御
損
に
候
ふ
」
と
応
じ
て
、
わ
っ
と
一
気
に
笑
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
守
は
、
い
り
む
な
じ
ゆ
宝
の
山
に
入
て
、
手
を
空
し
く
し
て
か
へ
り
返
た
ら
む
心
地
ぞ
す
る
。「
受
り
や
う
た
ふ
る
つ
か
領
は
倒
る
所
に
土
を
摑
め
」
と
こ
そ
云
へ
。（
原
文
は
漢
字
片
仮
名
交
り
文
）
も
く
だ
い
と
言
っ
た
と
い
う
。
年
長
の
目
代
は
、
心
の
中
で
は
憎
ら
し
い
と
思
う
が
、「
ご
も
っ
と
も
で
す
。
そ
う
い
う
お
心
が
け
だ
か
ら
こ
そ
、
国
政
も
う
ま
く
行
わ
れ
、
民
人
か
ら
も
父
母
の
よ
う
に
恋
い
慕
わ
れ
、
将
来
に
つ
い
て
も
末
永
く
御
繁
栄
な
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
言
っ
て
、
陰
で
は
こ
っ
そ
り
笑
っ
て
い
た
と
き
も
こ
こ
ろ
い
う
。
こ
の
末
尾
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
事
に
遭
っ
て
も
肝
心
を
惑
わ
す
こ
と
な
く
冷
静
で
あ
っ
た
守
は
、
ま
し
て
在
任
中
は
機
会
を
と
ら
え
て
は
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
あ
る
。
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
ぐ
ん
じ
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
有
力
百
姓
や
郡
司
ら
に
よ
お
っ
そ
っ
て
、
国
守
を
告
発
し
中
央
政
府
に
解
任
を
求
め
る
越
訴
が
諸
国
で
起
こ
っ
て
い
て
、
現
在
、
二
十
数
例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
永
も
と
な
が
延
二
年
（
九
八
八
）
尾
張
国
の
郡
司
と
百
姓
ら
が
国
守
の
藤
原
元
命
の
非
法
横
法
三
十
一
か
条
を
朝
廷
に
告
訴
し
、
そ
の
解
任
を
要
求
し
た
上
申
状
の
「
尾
げ
ぶ
み
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
守
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
地
方
役
人
腐
敗
の
淵
源
は
す
で
に
、
道
真
と
親
し
か
っ
た
藤
原
滋
実
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
当
詩
の
内
容
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
【
付
記
】
前
稿
は
、『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
文
学
・
美
術
・
社
会
学
編
』
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
（
予
定
）
所
収
。
― １４８ ―
